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研究成果の概要（和文）：本研究では、フランスの言語理論である「論証的ポリフォニー理論」のわくぐみで、
アイロニーを中心とする、さまざまな修辞的発話にひそむ意味的メカニズムをあきらかにした。そこには、修辞
学で緩叙法や婉曲語法とよばれるもの以外にも、したしいあいてをわざとけなすような「からかい」の発話、ア
イロニーの一種としての「ほめごろし」などもふくまれる。また、この研究を通じて、日本ではあまりしられて
いない上記言語理論を紹介できたことも、意義のあることであった。

研究成果の概要（英文）：In this research project, we have elucidated the semantic mechanism 
underlying a certain number of rhetorical utterances around irony, from the point of view of the "
Argumentative Polyphony Theory", a French linguistic theory. In our research subject are included 
not only such rhetorical figures as irony, litotes and euphemism, but also "banter" consisting in 
seemingly disparaging close friends, or "home-gorosi", a kind of irony that can be translated as“
praising for killing”: by planting sarcastic content in apparently praiseful words. Throughout this
 project, we have also introduced successfully the above-mentioned theory in Japan where it is not 
well-known, which was also an important outcome.

研究分野： 言語学

キーワード： アイロニー　論証的ポリフォニー理論　意味ブロック理論　緩叙法　婉曲語法　からかい　規範的偏向

  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1) 言語学におけるアイロニー研究の中心は、
発話行為理論・語用論など、言語使用につい
ての理論の世界にあり、特にスペルベル＆ウ
ィルソンによる「関連性理論」による有効な
分析モデルによる研究が普及していた。 
 
(2) 本研究代表者は、フランスの論証的ポリ
フォニー理論の観点からアイロニー研究を
おこなう者であるが、このようなアプローチ
の研究は、本研究以前にはすくなく、特に日
本においては皆無といえる状況であり、本研
究によってアイロニー研究に新展開をもた
らすことを強く動機づけるものとなった。 
 
２．研究の目的 
本研究は、フランスで 80 年代に提唱され、
近年新たな展開をむかえた「論証的ポリフォ
ニー理論」を検証・発展させながら、アイロ
ニーを中心とし、緩叙法 litotes、婉曲語法 
euphemism など「修辞的」と呼ばれる発話
のメカニズムを総合的に記述することを目
的とする。このような発話の言語学的研究は、
認知言語学・語用論の分野でさかんに行われ
てきたが、本研究は、これらの研究成果を批
判的に検証しつつ、日本の言語学研究でほと
んど取り上げられることのなかった「ポリ 
フォニー」の概念をもちいて、こうした現象
の記述可能性を追究するこころみであった。
対象言語は、フランス語・日本語・英語とし
た。  
 
(1) アイロニー研究：アイロニーは古典修辞
学以来「批判のレトリック」としてさまざま
に議論されてきたが、近代になり、Grice, 
Searleらの語用論的アプローチによる研究に
よって新たな局面をむかえた。この流れは、
関連性理論の枠組みでさらに発展し、その記
念碑的論考ともいえる Sperber & Wilson の 
“Irony and the use-mention distinction” 
(1981) 以降、いわゆる「反復的言及 echoic 
mention」による説明をめぐるさまざまな議
論がさかんに行われている。本研究では、そ
の理論的成果を大いに参照する一方で、表意
/推意といった記述法で発話の意味をとらえ
る意味論・語用論観に与しない、「論証的ポ
リフォニー理論」の観点から、アイロニー研
究に理論的オルターナティブを提案するこ
とを目的とした。 
 
(2) 論証的ポリフォニー理論：この理論は、
Ducrot の著作 Le dire et le dit (1984: ch.8) 
において、文学研究におけるバフチンの「ポ
リフォニー」の概念に着想を得て、当初は「言
語学的ポリフォニー理論」として提唱され、
以後、フランス・北欧を中心として発展して
きたものであるが、2000 年代半ばから 
Ducrot 本人と Carel らによって理論の大幅
な見直しがおこなわれ、 Carel の  著書
L’Entrelacement argumentatif. Lexique, 

discours et blocs sémantique (2011) によっ
て「論証的ポリフォ ニー理論」として再定
式化され、新たな展開をみている。この理論
の基本的な考えかたは、従来ひとつの発話に
はひとりの発話主体が存在するという一見
自明の見解を見直し、否定文やアイロニー、
ユーモア、自由間接話法、その他さまざまな
モダリティ要素を含む発話が、言語レベルで 
複数の声=発話者を措定することによって的
確に記述されることを主張するものである。 
この理論はまた、本来 Ducrot らの言語内論
証理論と理論的に表裏をなすものである。言
語内論証理論は、Ansocombre & Ducrot の 
L’argumentation dans la langue (1983) に
始まり、「トポス理論」 などをへて、現在の 
Carel, Ducrot らを中心とする「意味ブロック
理論」に継続的に発展してきた。 その一方
で、ポリフォニー理論のほうは、Ducrot 
(1984) 以来、理論的精緻化の面で遅れをとっ
て いたといわざるをえなかった。その意味
で Carel (2011) で再体系化された「論証的ポ
リフォニー理論」の理論的重要性は大きい。 
論証的ポリフォニー理論では、発話に観察さ
れる「複数の主体」を、言語内論証理論の立
脚点にしたがって、言語内的な現象としてと
らえなおそうという姿勢をつらぬきつつポ
リフォニー的意味を記述しなおすことが試
みられている。 
 
(3) 目的：本研究代表者は、論証的意味ブロ
ック理論に基づいて継続的におこなってき
た同語反復文・矛盾文の研究に始まり、緩叙
法的発話を漫才におけるボケ・ツッコミにむ
すびつける試み(大久保 (2010))から次第に
ポリフォニー的な観点を導入し、アイロニー
研究におけるその有効性を模索しつつあっ
た。  
本研究では、こうした研究のながれをふまえ、
アイロニーを中心とするさまざまな発話の、
論証的ポリフォニー理論による記述可能性
を追究し、関連性理論ベースの論調に対抗し
うる研究の切り口を示すことを目的として
いた。 
 
(4) 本研究がめざしたもの  
ポリフォニー理論は、フランス語圏の言語研
究の文脈の外ではあまり知られておらず、日
本では、この理論にもとづいた言語学研究は
少ない。他方、論証的ポリフォニー理論は、
本研究が対象とするアイロニー以外にも、
「複数の声」の存在を喚起するさまざまなタ
イプの発話を、同じ道具立てで分析できる可
能性を含むものであると評価できる。 以上
の観点から、本研究では以下の 2つのものを
明らかにすることをこころみた。 
  
①論証的ポリフォニー理論の有効性：Carel 
(2011) によるポリフォニー理論は、現時点で
は さまざまな面で精緻化を必要としており、
理論的諸概念についても具体的な事例研究



による検証が必要である。そこで、本研究で
は、理論内で十分に扱われていないアイロニ
ーとその周辺の発話のポリフォニー的特徴
を詳細に分析し、理論の適用可能性を検証す
るとともに、理論に対して必要な修正を提案
することを企図した。  
 
②ポリフォニー理論による言語内現象とし
てのアイロニー：アイロニー研究で議論され
ている、反復性・見せかけ性の議論について、
本研究の立場を明らかにし、先述の「トーン」 
と「テクスト機能」を中心概念とした有効な
記述をこころみた。また、アイロニーとそれ 
に結びつく批判性・ユーモアとの関係につい
ても、従来の理論以上に説得的に記述できる 
可能性があると考えられるので、その点につ
いてもとりくもうとした。  
 
３．研究の方法 
本研究は、論証的ポリフォニー理論の検証と
修正、アイロニーを中心とする さまざまな
発話のポリフォニー理論による分析、という
2 つの主軸を中心に展開された。前者につい
ては、ポリフォニー理論の成立から現在まで
の展開および言語内論証理論との関係を整
理・検証し、日本語論文などによってそれら
を紹介し、日本の意味論・語用論研究の現場
にその足場を形成することを試みた。後者の
アイロニー研究については、データのきめこ
まかい分析により理論の精緻化をめざし、ア
イロニー関連のその他の修辞的発話もふく
めたアイロニーの統合的な記述が、本研究の
アプローチによって可能となることを実証
的にあきらかにすることをめざした。 
これらに必要な文献を網羅的にとりそろえ、
多彩なデータ収集を充実させることもここ
ろがけた。 
  
４．研究成果 
本研究をとおして、アイロニーを中心とし、
緩叙法、婉曲語法、からかい、といった関連
する文彩や語法を、論証的ポリフォニー理論
および意味ブロック理論のわくぐみにただ
しく位置づけることに成功した。詳細につい
ての検討課題はのこっているが、おおむね以
下のようにまとめることができた。 
 
(1) 論証的ポリフォニー理論の修正：この理
論は、発話の意味内容を、どのようにしてデ
ィスコースにのせるかということについて
の理論である。その主たる道具だてとして、
Carel (2011) では「トーン ton」と「発話機
能 fonction textuelle」という概念が提案され
ている。わかりやすくのべると、トーンとは、
発話の内容が「だれ」の声によってのべられ
ているかということにかかわり、発話機能と
は、その内容にたいして、話者がどのような
態度をとっているかにかかわる。トーンにつ
いては、本研究であつかった事例のほとんど
が「話者トーン」（話者そのものの声による

発話）であることから、特にこの概念をみな
おすことはしなかったが、発話機能について
は「受諾 prendre en charge」「排除 exclusion」
「承認 accord」と規定される概念のそれぞれ
に一定の段階性をみとめることを提案し、こ
れにともなって「発話機能」にかえて「発話
モード」の語をあたえた。このような修正に
よって、アイロニー、緩叙法、婉曲語法、か
らかいといった文彩を、理論内で体系的にと
らえることができるようになる。いっぽうで
は、反語による典型的なアイロニーと緩叙法
が排除の発話モードの強弱のスケール上に
とらえられ、他方では、婉曲語法と通常の（文
彩のない）発話が受諾モードの強弱のスケー
ル上に位置づけられる。また、これらのスケ
ール上で、意味的規範性のちがいによって、
アイロニーとからかいは区別され、謙遜とひ
かえめ発話が区別されることになる。以上を
図式化すると以下のようになる。 
 

よい評価志向 

からかい 
からかい的 

緩叙法 
 

謙遜的婉曲語法 通常の発話 

排除  受諾 

アイロニー アイロニー的

緩叙法 
 緩和的婉曲語法  

わるい評価志向 

 
このようなスケールを想定することで、「発
話機能」を、より柔軟な志向性ととらえるこ
とで「発話モード」という概念を提案した。 
 
(2) 各種文彩の理論的布置 
上記図内にしめした「謙遜的婉曲語法」「緩
和的婉曲語法」は、ストレートな表現を婉曲
的に回避するという点で、ともにポライトネ
スにかかわる表現である。前者が、ストレー
トにのべることで傲慢な印象をあたえるの
をさけるための謙遜的文彩であるのに対し、
後者はおなじ事由で攻撃的になるのをさけ
るための緩和的文彩である。従来、このよう
なポライトネス表現に関して、アイロニーと
の「似て非なる」側面がしばしば指摘されて
きたが、本研究によって、それぞれの文彩の
理論的布置をかんがえることで、これらの文
彩の意味的・発話的関係があきらかになった。
アイロニーとは、それが典型的な反語的アイ
ロニーのばあいには、話者が発話された意味
内容を受諾せず、排除することで成立する。
アイロニー的緩叙法でも、おなじような排除
がおこっているが、ここでは排除が完全なも
のではなく、そこから反語的アイロニーより
も「ゆるい」アイロニーが成立することにな
る。いっぽう緩和的婉曲語法は、アイロニー
手気緩叙法とは対照的に、話者は発話された
内容を受諾するが、婉曲な発話をおこなって
いることをつたえるために、その受諾は完全
なものではない、「よわい」受諾となる。受
諾と排除は対概念であるので、アイロニー的
緩叙法での不完全な排除と、緩和的婉曲語法
の不完全な受諾は、スケール上でちかい存在



となり、そこからアイロニーとポライトネス
表現の近接性が生じ、本研究の提案がこれを
ただしく記述しているとかんがえることが
できる。このようなとらえかたにより、ポラ
イトネスに動機づけられた婉曲表現がつね
に「慇懃無礼」の危険をおかし、通じなかっ
たアイロニーではその攻撃性がなしくずさ
れるといった、日常的な言語経験も正しく理
解することができるのではないだろうか。 
 
(3) 規範的偏向をめぐる問題：(2)では、よい
評価志向の文彩である「からかい」「謙遜的
婉曲語法」についてはふれなかったが、受諾
と排除のバランスによって相異が生じる文
彩という点では、わるい評価志向のものとお
なじである。そのいっぽうで、すくなくとも
一般的な発話では、たとえば、わるい評価志
向のアイロニーのほうが、よい評価志向のか
らかいよりも使用頻度がたかいという印象
がもたれやすい。これは反語的に「よい」意
味のことをいって攻撃的な発話をおこなう
ことのほうが、反語的に「わるい」意味のこ
とをいって好意的な発話をおこなうことよ
りも、文彩として成立しやすいというふうに
いいかえることができる。本研究では、この
ことを説明するために、Wilson (2014) など
でも指摘されている「規範的偏向 normative 
bias」の関与をかんがえ、これを、本研究の
理論的枠組みに位置づけた記述をこころみ
た。これについては、今後さらに分析を精緻
化する必要があるとおもわれる。 
 
以上から、本研究では、アイロニーやポライ
トネスにかかわるさまざまな文彩を、ただし
く記述できることをしめすひとつの理論的
モデルを提案したが、このような、従来個別
に研究されてきた種々の文彩の体系的理論
化は、論証理論、語用論、レトリック研究な
どの分野に、一定の影響をあたえうるもので
あるということがわかった。 
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